
 

コース２１ たきがしら湿原
しつげん

 

リーダー   ＣＬ S/T  SL M/I , M/K 

実 施 日   令和元年６月２２日（土）天  候 曇 グレード A 

参 加 者   ３３人（男性 ６ 女性２７） 

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備    考 

秋葉区役所前  8：00 駅西口 15 名(マイクロ 9 人、バス 24 人) 

道の駅 あがの 9：02 9：25 休憩と登山準備（登山靴を履く） 

上川 大尾 不動滝 9：45 10：30 不動滝を見て、記念写真を撮る 

たきがしら湿原 10：40 10：45 ブナ林・カモシカ歩道を散策する 

たきがしら湿原 12：00 13：00 自由行動で湿原の花を見ながら昼食 

七福温泉 13：15 14：35 温泉で汗を流す。会計報告後に出発 

道の駅 三川 15：00 15：05 大雨のため将軍杉の見学は中止 

新津駅西口 16：05  秋葉区役所前経由。無事帰着 

山行等概要（幹事のコメント）     

・ 実施２～３日前は良い天気でしたが、実施

日の予報は降水確率が高くなり心配しまし

た。参加者から中止しなくても良いのでは

とのことで実施に踏み切りました。 

・ 阿賀町では雨もなく、不動滝の道では前夜

雨が降った様子で葉が濡れていました。全

員登山靴で安心して滝のそばの滑りやすい

ごろ石に注意しながら歩くことができまし

た。滝の流れは勢いがあり水量が多かっ

た。初めて見た人も多く幹事として嬉しい

ことです。 

・ たきがしら湿原はブナ林・カモシカ歩道を

一周し時間調整をしました。舗装された道

を 30 分位歩き、カモシカ林道に入る。適

度のアップダウン道は新緑のブナ林から

時々木漏れ陽が射し込んで感動しました。 

・ 15 分遅れで湿原を巡るとヒメサユリ、ヒ

オウギアヤメ、クリンソウ、ニッコウキス

ゲ、ヒツジグサ、シモツケソウ、オオバギ

ボウシ、コウホネなどが咲き、珍しい色の

花を見つけて、写真に収めたりして楽しみ

ました。自由時間は東屋などでお弁当を広

げ楽しいひと時を過ごしました。 

・ 七福温泉で入浴をし、移動中の三川近くで突然の大雨。将軍杉の見学は急遽中止にしました。 

・ 山行は雨が降らずに行え、喜んでいただけたことは私のご褒美だと思いました。 
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滝頭湿原 

                            1501 M/K 

 

 梅雨時の山行は担当リーダー悩ませるのは天気でしょう２２日の滝頭湿原でもクルクル変

わる天気予報にリーダーは大変だったと思いますテレビで観るだけの湿原に思いを馳せて雨

でもいい行ってみたい・・願っていました。 

 

前日には予定通り実行、注意点はスニーカーでなく登山靴にと連絡網

が来ました。 

曇り空の集合場所出発総勢３３名バスとジャンボタクシーに分乗し

もうみんなの気持ちは一緒です「降らないでくれ」 

滝頭湿原到着前に大尾不動滝見学する田舎道の草藪乗り越えて左手

に流れを見ながら５００ｍ一列に進む重なり合った岩の間を流れ落

ちる滝の大きさは圧巻の一言。滑りやすい岩場で班ごとに見物でし

た。 

次は湿原だ・・・山間に開けた湿原を横目にカモシカ道、ブナの原生

林を約一時間緩くアップダウンの癒しの森だった１周したら湿原に

出る空は時々薄日も射してみんなの顔も晴れ晴れ雨の事など忘れて

いました１時間１０分ほどの自由散策その間に昼食も湿原の花を見

ながら和やかでいい時間です。 オオバギボウシの大群落・・あっ！

ヒメサユリだ紀子さまお印のヒオウギアヤメ、ニッコウキスゲ、サワ

ランミツガシワがすごかったんだね残念にも葉だけみて今見ごろは

コウホネでしたピンクのシモツケソウも咲き始め、ヤナギラン、クガ

イソウ、車ユリへと夏の花舞台に代わって行く様子が伺えます。 

福島の県境山奥に人の手で守られた湿原かってはここに小さい集落

があったそうだ。 

またバスに乗って七福温泉で心地いい汗を流し気分もじょん伸び～

♨入浴中の外は雨・・出ると止む予定表通に将軍杉見物かの駐車場に

来たら土砂降り一路新津へ向かって区役所到着は晴れ・・・予定より

１時間早く解散。 

我らの歩く時だけ晴れてくれるとはこんな都合のいい雨に感謝それ

もこれも今日のリーダー、晴れ男だという上信越観光のドライバーさ

ん今日参加の皆さんの日

頃の行いの良さでしょう。 

留守の家族にも感謝して

また皆さんと参加できる

日を楽しみにありがとう

ございました。 
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